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	(1)計算モデル
	・N31～N33まで

	(2)用いた手法

ソフト名・作成者
	・手法と概要説明

三次元差分法により計算。

差分はPitarka(1999)に基づく空間４次、時間２次の差分。ただし、応力と速度の配置はGraves(1996) と同じ。
地表の境界条件はGraves(1996)、その他はClayton and Engquist (1977)のA0の境界条件を設定。Clayton and Engquistの無反射境界の内側にはCerjan(1985)の吸収領域を設定。

震源は、応力計算の式中で設定（Pitarka(1999)の式(8)）。
・ソフト・作成者名、作成年など

ソフト・作成者名：自作コード

作成年： 計算機に合わせて随時更新、最終更新2010年4月
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	(4)有効振動数と

時間刻み
	・有効振動数

計算領域のグリッド間隔は指定通り設定したため、N31,N32は2.7Hz、N33は2.9Hz。

・計算した時間刻みと提出用の時間刻みである0.01秒の計算法

時間刻みは、N31,N32は0.002秒、N33は0.0025秒。

提出用の提出用データ作成時には、N31,N32はデータの1番目、6番目、11番目・・・、N33はデータの1番目、5番目、9番目・・・と0.01秒ごとのデータを抽出。

	(5)メッシュ・要素の切り方
	・一様サイズグリッドか，可変サイズグリッドか。

可変グリッド

・モデル化した領域（X1≦Ｘ≦X2，Y1≦Y≦Y2，Z1≦Z≦Z2で記す）

N31,N32,N33とも指定どおり、-15km≦Ｘ≦15km、-15km≦Ｙ≦15km、0≦Ｚ≦17kmの領域をモデル化し、その外側に2kmの吸収領域を設定
・グリッド間隔または要素サイズ（２層地盤の場合は各層の値）

N31,N32：
X,Y方向の計算領域は25m、その外側2kmの吸収領域は、計算機メモリが不足するため、50m（40グリッド）とした。
Z方向については、上から25mを10グリッド（0≦Z≦0.25km）、50mを9グリッド（0.25km≦Z≦0.7km）、100mを11グリッド（0.7km≦Z≦1.8km）、200mを76グリッド（1.8km≦Z≦17km）、吸収領域は200mを40グリッドとした。
N33：

X,Y方向は計算領域、吸収領域とも50m。

Z方向については、上から50mを24グリッド（0≦Z≦1.2km）、100mを138グリッド（1.2km≦Z≦17km）、吸収領域は50mを40グリッド（2km）とした。
・格子または要素の切れ目の入れ方

X=0，Y=0の線と一致

	(6)境界の処理
	・用いた境界処理の手法（吸収境界やスポンジゾーンの導入など）

Cerjan(1985)の吸収領域を設定し、その外側にClayton and Engquist (1977)のA0の境界条件を設定。

・配置状況（吸収境界やスポンジゾーンの位置・モデル化など）

	(7)点震源のモデル化
	・ダブルカップル震源の導入法を説明（参考文献なども）

震源は、応力計算の式中で設定（Pitarka(1999)の式(8)）。
・指定震源位置と実際の震源位置

応力と速度の配置はGraves(1996) と同じグリッド配置を設定しているため、Mxx、Myy、MzzはX,Y,Z方向ともグリッド上、そこから、MxyはX方向、Y方向に＋1/2グリッド、MxzはX方向、Z方向に＋1/2グリッド、MyzはY方向、Z方向に＋1/2グリッドずれた位置に設定。
・用いたのは滑り関数か，滑り速度関数か。

滑り速度関数

・滑り関数の連続関数を用いたか，或いは三角形近似などを行なったか。後者の場合はその説明。

連続関数を使用。

	(8)面震源のモデル化
	（今回は面震源はないので略）

	(9)減衰の導入法
	・手法や有効振動数などを簡単に説明（参考文献なども）

Graves(1996) と同じ

	(10)提出波形に施した波形処理
	フィルター処理などはなし。

	(11)その他
	・補足説明など必要あれば。


